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⻑野県健康福祉部 保健・疾病対策課

⻑野県がん対策推進計画（検診）について

資料２
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⻑野県がん対策推進計画について

 令和６年３⽉に策定。

 保健医療に関連する10の計画を一体的に策定した「信州
保健医療総合計画」に包含されている。（第９編疾病
対策等-第１節がん対策）
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⻑野県がん対策推進計画について

 目指す姿

「県⺠ががんの予防につとめるとともに、罹患した場合も
必要な医療を受け、安⼼して暮らすことができる」

 目指す姿の実現のための３つの基本目標
（１）がんの発症を予防できている
（２）住む場所に関わらず必要な検診や医療を受けることができる
（３）全てのがん患者及びその家族の苦痛の軽減並びに療養⽣活の質の

維持向上ができている
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ロジックモデル（検診の部分のみ抽出）

2

科学的根拠に基づくがん検診の実施
と受診率向上対策の推進

指
標 県内の受診勧奨実施市町村数

指
標

受診率向上に向けた普及啓発の
実施医療圏数

3

がん検診の適切な精度管理の推進

指
標

市町村のチェックリストの実施
率

指
標

（主な検診実施機関の）チェッ
クリストの実施率

指
標

精密検査未受診者に対して受診
勧奨を⾏っている市町村の割合

指
標

精密検査方法及び精密検査結果
を把握した市町村割合（個別検
診）

2

精度の⾼いがん検診を受診している

指
標

検診がん種別受診率
（国⺠⽣活基礎調査）

指
標

精密検査受診率（地域保健・健康
増進事業報告）

指
標検診がん種別早期がん割合

2

住む場所に関わらず必要な検診や医
療を受けることができる

指
標がんの75歳未満年齢調整死亡率

1

県⺠ががんの予防につとめるとともに、
罹患した場合も必要な医療を受け、安
⼼して暮らすことができる

中間成果（中間アウトカム②）個別施策（アウトプット） 中間成果（中間アウトカム①） 目指す姿（分野アウトカム）
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指標について（個別施策・アウトプット）

指標 現状
(2021)

目標
(2029)

最新の値
(2022)

目標数値の
考え方

備考
（出典等）

県内の受診勧奨
実施市町村数

胃がん 64

77

62

全市町村(77)で
受診率向上に向
けた受診勧奨に
取り組む

国⽴がん研究セン
ターがん情報サー
ビス「がん登録・
統計」
「がん検診実施状
況調査」

肺がん 64 63
大腸がん 62 64

子宮頸がん 61 62

乳がん 63 64
受診率向上に向けた普及啓発
の実施医療圏数

全二次
医療圏

全二次
医療圏

現状を
維持 現状を維持 保健・疾病対策課

調

科学的根拠に基づくがん検診の実施と受診率向上対策の推進
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指標について（個別施策・アウトプット）

指標 現状 目標
(2029)

最新の値 目標数値の
考え方

備考
（出典等）

市町村のチェックリ
ストの実施率

平均71%
(2022)

平均71%
以上

平均
69.7%
(2023)

現状より改
善を目指す

国⽴がん研究セン
ター「市区町村用
チェックリスト
（住⺠検診」

（主な検診機関の）
チェックリストの実
施率

平均
94.8%
(2020)

平均
94.8%以

上

平均
90.8%
(2021)

現状より改
善を目指す

保健・疾病対策課
調

精密検査未受診者に対
して受診勧奨を⾏って
いる市町村の割合

平均
76.5%
(全国平均

80.4%）(2021)

平均
80.4%
以上

平均
80.2%
(2022)

全国平均以
上を目指す

国⽴がん研究セン
ター「市区町村に
おけるがん検診
チェックリストの
使用に関する実態

調査」

がん検診の適切な精度管理の推進
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指標について（個別施策・アウトプット）

指標 現状 目標
(2029)

最新の値 目標数値の
考え方

備考
（出典等）

精密検査方法
及び精密検査
結果を把握し
た市町村割合
（個別検診）

胃がん
（Ｘ線）

70%
（全国88.4%)

(2021)
88.4% 75%

(2022)

全国平均以
上を目指す

国⽴がん研究
センター
「市区町村に
おけるがん検
診チェックリ
ストの使用に
関する実態調
査」

胃がん
（内視鏡）

71.4%
(全国92.2%)

(2021)
92.2% 80%

(2022)

肺がん 61.5%
(全国89.1%)

(2021)
89.1% 56.3%

(2022)

大腸がん 76.9%
(全国90.6%)

(2021)
90.6% 79.3%

(2022)

子宮頸がん 80.3%
(全国91.6%)

(2021)
91.6% 83.3%

(2022)

乳がん 78.6%
(全国90.5%)

(2021)
90.5% 80.7%

(2022)

がん検診の適切な精度管理の推進
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指標について（中間成果・中間アウトカム②）

指標 現状 目標
(2029)

最新の値 目標数値の
考え方

備考
（出典等）

検診がん種別受
診率

※現状の数値は2022年
のもの

胃がん 55.7%

60%以上 現状と
同じ

国のがん対
策推進基本
計画と同じ

厚⽣労働省
「国⺠⽣活基
礎調査」

肺がん 57.1%
大腸がん 52.3%
子宮頸がん 48%
乳がん 52.8%

精密検査受診率

※現状の数値は2020年、
最新の数値は2021年の
もの

胃がん 83%

90%以上

84.3% 国のがん対策
推進基本計画
と同じ
（既に達成し
ているものは
現状以上を目
指す）

厚⽣労働省
「地域保健・
健康増進事業
報告」

肺がん 87% 77.9%

大腸がん 71.5% 70.9%

子宮頸がん 66.6% 82.6%
乳がん 90.4% 90.4%以上 90.7%

精度の⾼いがん検診を受診している
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指標について（中間成果・中間アウトカム②）

指標 現状 目標
(2029)

最新の値 目標数値の
考え方

備考
（出典等）

検診がん種
別早期がん
割合

※現状の数値は
2019年のもの

胃がん 61.4%
(全国 59.6%)

61.4%以上 現状と同じ

現状以上を
目指す

⻑野県がん登
録事業報告書
がんの部位別
発⾒時の病期
（上皮内、限
局を早期とす
る。）

肺がん 44.1%
(全国 37.0%)

44.1%以上 現状と同じ

大腸がん 59.1%
(全国 59.1%)

59.1%以上 現状と同じ

子宮頸がん 81.3%
(全国 80.8%)

81.3%以上 現状と同じ

乳がん 64.2%
(全国 64.7%)

64.7%以上 現状と同じ 全国平均以
上を目指す

精度の⾼いがん検診を受診している
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指標について（中間成果・中間アウトカム①）

指標 現状 目標
(2029)

最新の値 目標数値の
考え方

備考
（出典等）

がんの年齢調整
罹患率

（人口10万人対）

356.4
【全国上位から2位】

（全国 387.4）
（2019年）

現状以上
334.3

【全国上位から３位】

(2020年）

現状の⾼水
準以上を目
指す

国⽴がん研究
センターがん
対策情報セン
ター

がんの75歳未満
年齢調整死亡率

⻑野県 57.3
【全国上位から1位】

（全国 67.4）
（2021年）

現状維持
56.7

【全国上位から1位】

（2022年）

全国第1位
の⾼水準を
維持

国⽴がん研究
センターがん
対策情報セン
ター

がんの発症を予防できている
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各指標と事業の紐付け

１

科学的根拠に基づくがん検診の実施と受診率向上対策の推進 事 業

指標 県内の受診勧奨実施市町村数 ・市町村担当者会議での市町村への指導
・毎年市町村にアンケートを実施

指標 受診率向上に向けた普及啓発の実施医療圏数 ・「がんと向き合う週間」の保健所及び市
町村の取組

２

がん検診の適切な精度管理の推進 事 業

指標 市町村のチェックリストの実施率 ・市町村担当者会議での市町村への指導
・毎年市町村にアンケートを実施

指標 （主な検診実施機関の）チェックリストの実
施率

・がん検診実施状況調査による現状把握
及び検診機関への指導

指標 精密検査未受診者に対して受診勧奨を⾏って
いる市町村の割合

・市町村担当者会議での市町村への指導
・毎年市町村にアンケートを実施

指標 精密検査方法及び精密検査結果を把握した市
町村割合（個別検診）

・市町村担当者会議での市町村への指導
・毎年市町村にアンケートを実施

個別施策（アウトプット）
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各指標と事業の紐付け

１

精度の⾼いがん検診を受診している 事 業

指標 検診がん種別受診率

・がんと向き合う週間」での取組
・市町村担当者会議での市町村への指導
・毎年市町村にアンケートを実施
・市町村間相互乗⼊れ制度
（乳がん、子宮頸がん）

・「がんと向き合う週間」中の普及啓発事業
・がん対策推進企業等連携協定
・がん予防研修会
・市町村への指導

指標 精密検査受診率

・がんと向き合う週間」での取組
・市町村担当者会議での市町村への指導
・毎年市町村にアンケートを実施
・精密検査実施医療機関の一覧作成
・「がんと向き合う週間」中の普及啓発事業
・がん対策推進企業等連携協定
・がん予防研修会
・市町村への指導

指標 検診がん種別早期がん割合

・「がんと向き合う週間」での取組
・市町村担当者会議での市町村への指導
・毎年市町村にアンケートを実施
・がん医療提供体制人材育成事業
（肺がん、乳がん）

中間成果（中間アウトカム②）


